
第２３期第２回筑前海区漁業調整委員会次第 

 

１ 日時 令和７年６月４日（水）１４：００～ 

 

２ 場所 漁業調整委員会室（福岡県庁４階） 

 

３ 議題 

（１）特定水産資源の福岡県知事管理漁獲可能量の設定について（諮問) 

資料１－１、１－２ 

 

（２）令和７年下期土石採取計画について（協議） 

資料２ 

 

（３）第２２期第５回響灘連合海区漁業調整委員会について（報告） 

資料３ 

 

（４）第４５回日本海・九州西広域漁業調整委員会について（報告） 

資料４ 

 

（５）くろまぐろ知事管理漁獲可能量の変更について（報告） 

資料５ 

 

（６）その他 
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資　　料　１－１
（２３期２回筑前漁調委）

（令和７年６月４日）



（別紙） 

 

 

本県に定められた都道府県別漁獲可能量及び定めようとする知事管理漁獲可能量 

特定水産資源 都道府県別漁獲可能量 
知事管理漁獲可能量 

知事管理区分 配分数量 

まさば対馬暖流系群 
及び 

ごまさば東シナ海系群 
現行水準 

福岡県まさば及び 

ごまさば知事管理区分 
現行水準 

ぶり 101,000 トンの内数 福岡県ぶり知事管理区分 
101,000 

トンの内数 
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特定水産資源の知事管理漁獲可能量の設定及び変更について 

 

水産振興課 

【概要】 

・知事は、福岡県資源管理方針に即して、農林水産大臣から定められた都道府

県別漁獲可能量について、「知事管理漁獲可能量」を定めるものとなってい

る。 

・今般、令和７年７月１日より令和７管理年度が開始される「まさば対馬暖流

系群及びごまさば東シナ海系群」及び「ぶり」の知事管理漁獲可能量を定め

ることについて、法第 16 条第２項の規定※に基づき筑前海区漁業調整委員会

に諮問を行うもの。 

※法第 16 条第２項：都道府県知事は、知事管理漁獲可能量を定めようとする（変更しようとする）と

きは、関係海区漁業調整委員会に意見を聴かなければならない。 

 

【知事管理漁獲可能量の設定について】 

・「まさば対馬暖流系群及びごまさば東シナ海系群」については、福岡県資源

管理方針より、本県に定められた都道府県別漁獲可能量の全量を福岡県まさ

ば及びごまさば知事管理区分に配分することとしている。 

・今回、本県に定められた「まさば対馬暖流系群及びごまさば東シナ海系群」

の都道府県別漁獲可能量は「現行水準」であることから、福岡県まさば及び

ごまさば知事管理区分に配分する数量を「現行水準」と定めたい。 

・「ぶり」については、福岡県資源管理方針より、本県に定められた都道府県

別漁獲可能量の全量を福岡県ぶり知事管理区分に配分することとしている。 

・今回、本県に定められた「ぶり」の都道府県別漁獲可能量は「101,000 トン

の内数」であることから、福岡県ぶり知事管理区分に配分する数量を

「101,000 トンの内数」と定めたい。 

 

表 本県に定められた都道府県別漁獲可能量及び定めようとする知事管理漁獲可能量 

特定水産資源 
令和 

７管理年度 

都道府県別 

漁獲可能量 

知事管理漁獲可能量 
備考 

知事管理区分 配分数量 

まさば対馬暖流

系群及びごまさ

ば東シナ海系群 

7/1～6/30 

現行水準 

(目安数量

(1,407 トン)) 

福岡県まさば及びごまさば 

知事管理区分 
現行水準 

漁業法第 16条第 1項

に基づく知事管理漁獲

可能量の設定 

ぶり 7/1～6/30 
101,000 

トンの内数 

福岡県ぶり 

知事管理区分 

101,000 

トンの内数 

漁業法第 16条第 1項

に基づく知事管理漁獲

可能量の設定 

 

資　　料　１－２
（２３期２回筑前漁調委）

（令和７年６月４日）
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資　　料　　２
（２３期２回筑前漁調委）

（令和７年６月４日）



小呂南西 烏帽子北 小呂南東 長間礁北 栗ノ上 栗ノ上西 宗像 柏原 岩屋 白島 白島西 遠賀沖 小　計

唐津湾海区砂 0 同意 6.00 6.00 12.00 12.00
採取協同組合 計画 6.00 6.00 12.00 12.00
博多海砂採取 0 同意 17.00 17.00 13.00 16.00 13.00 16.00 17.00 109.00 109.00
協業組合 計画 8.50 6.50 3.80 8.00 5.20 8.00 10.00 50.00 50.00
玄洋海砂採取 0 同意 0.40 3.30 6.30 10.00 10.00
販売協同組合 計画 0.38 3.00 5.63 9.00 9.00
北九州砂採取 0 同意 0.93 0.93 22.50 22.50 3.73 50.59 50.59
販売協同組合 計画 0.93 0.93 21.00 20.00 3.73 46.59 46.59

0 同意 23.00 23.00 13.00 16.00 13.00 16.00 17.00 1.33 4.23 22.50 22.50 10.03 181.59 181.59
計画 14.50 12.50 3.80 8.00 5.20 8.00 10.00 1.31 3.93 21.00 20.00 9.35 117.59 117.59

小呂南西 烏帽子北 小呂南東 長間礁北 栗ノ上 栗ノ上西 宗像 柏原 岩屋 白島 白島西 遠賀沖 小　計

唐津湾海区砂 0 同意 6.00 6.00 12.00 12.00
採取協同組合 計画 6.00 6.00 12.00 12.00
博多海砂採取 0 同意 17.00 17.00 13.00 16.00 13.00 16.00 17.00 109.00 109.00
協業組合 計画 9.70 7.20 4.40 9.20 6.70 8.80 12.00 58.00 58.00
玄洋海砂採取 0 同意 1.20 1.20 7.60 10.00 10.00
販売協同組合 計画 1.13 1.13 6.75 9.00 9.00
北九州砂採取 0 同意 0.93 0.93 22.50 22.50 3.73 50.59 50.59
販売協同組合 計画 0.93 0.93 20.87 20.00 3.73 46.46 46.46

0 同意 23.00 23.00 13.00 16.00 13.00 16.00 17.00 2.13 2.13 22.50 22.50 11.33 181.59 181.59
計画 15.70 13.20 4.40 9.20 6.70 8.80 12.00 2.06 2.06 20.87 20.00 10.48 125.46 125.46

小呂南西 烏帽子北 小呂南東 長間礁北 栗ノ上 栗ノ上西 宗像 柏原 岩屋 白島 白島西 遠賀沖 小　計

唐津湾海区砂 0 同意 6.00 6.00 12.00 12.00
採取協同組合 計画 6.00 6.00 12.00 12.00
博多海砂採取 0 同意 17.00 17.00 13.00 16.00 13.00 16.00 17.00 109.00 109.00
協業組合 計画 10.00 6.50 4.50 9.50 6.50 9.50 11.50 58.00 58.00
玄洋海砂採取 0 同意 0.40 1.30 8.30 10.00 10.00
販売協同組合 計画 0.38 1.13 7.50 9.00 9.00
北九州砂採取 0 同意 0.93 0.93 22.50 22.50 3.73 50.59 50.59
販売協同組合 計画 0.93 0.93 21.00 20.00 3.73 46.59 46.59

0 同意 23.00 23.00 13.00 16.00 13.00 16.00 17.00 1.33 2.23 22.50 22.50 12.03 181.59 181.59
計画 16.00 12.50 4.50 9.50 6.50 9.50 11.50 1.31 2.06 21.00 20.00 11.23 125.59 125.59

小呂南西 烏帽子北 小呂南東 長間礁北 栗ノ上 栗ノ上西 宗像 柏原 岩屋 白島 白島西 遠賀沖 小　計

唐津湾海区砂 0 同意 6.00 6.00 12.00 12.00
採取協同組合 計画 6.00 6.00 12.00 12.00
博多海砂採取 0 同意 17.00 17.00 13.00 16.00 13.00 16.00 17.00 109.00 109.00
協業組合 計画 12.00 7.00 4.50 9.50 7.00 10.00 13.00 63.00 63.00
玄洋海砂採取 0 同意 1.20 1.20 7.60 10.00 10.00
販売協同組合 計画 1.08 1.08 6.84 9.00 9.00
北九州砂採取 0 同意 0.93 0.93 22.50 22.50 3.73 50.59 50.59
販売協同組合 計画 0.93 0.93 19.00 21.00 3.73 45.59 45.59

0 同意 23.00 23.00 13.00 16.00 13.00 16.00 17.00 2.13 2.13 22.50 22.50 11.33 181.59 181.59
計画 18.00 13.00 4.50 9.50 7.00 10.00 13.00 2.01 2.01 19.00 21.00 10.57 129.59 129.59

合計

令和７年上期土石採取計画量 単位：万ｍ3

　　　　　採取場所
　業者

漁業権
漁場内

漁 業 権 漁 場 外

合　　計数量
種別

合計

令和６年上期土石採取計画量（当初） 単位：万ｍ3

　　　　　採取場所
　業者

漁業権
漁場内

漁 業 権 漁 場 外

合　　計数量
種別

合計

令和６年下期土石採取計画量 単位：万ｍ3

　　　　　採取場所
　業者

漁業権
漁場内

漁 業 権 漁 場 外

合　　計数量
種別

合計

令和７年下期土石採取計画について

令和７年下期土石採取計画量 単位：万ｍ3

　　　　　採取場所
　業者

漁業権
漁場内

漁 業 権 漁 場 外

合　　計数量
種別

127.03 133.83 132.60 127.00 134.5 130.3 131.03 133.59 129.59 125.46

127.06 138.40 133.05 127.00 124.0 125.7 128.59 129.59 125.59 117.59

(254.09 )
(272.23 ) (265.65 ) (254.00 ) (258.50 ) (256.00 ) (259.62 ) (263.18 ) (255.18 ) (243.05 )

0.00
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認
可
数
量(

万
㎥
）

年

土石採取認可数量の推移(過去10年間)

下期 上期
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第２２期第５回響灘連合海区漁業調整委員会 

次  第 
 

日 時  令和７年３月１９日（水）１４：００～ 
場 所  小倉リーセントホテル ２階「福智の間」 
     北九州市小倉北区大門１丁目１番地１７号 

 
 
 
１  開 会 

 
２  挨 拶 

    （１）来 賓（水産庁 九州漁業調整事務所） 
    （２）会 長 

 
３  議 題 

第１号議案 山口、福岡両県いかつり漁業に関する覚書について 

 
 ４  その他 

 
５  閉 会 
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資　　料　　３
（２３期２回筑前漁調委）

（令和７年６月４日）



山口、福岡両県いかつり漁業に関する覚書(案) 

 
 山口、福岡両県の沖合海域におけるいかつり漁業の操業調整について覚書を交わし、両県いか

つり漁業者の円滑な操業を図ろうとするものである。 
 
１ 目 的 

 この覚書は山口、福岡県における許可等の適用海域で操業するいかつり漁業者が、それぞれ

の漁業調整規則、委員会指示あるいは許可方針等の諸規制を遵守し、秩序ある操業を確立する

ことを目的とする。 
 
２ 基 線 

 この覚書に定める海域を表示する基線は、次のとおりとする。 
（１）Ａ 線 

 北緯 34 度２分 37.7 秒、東経 130 度 47 分 56.5 秒（日本測地系：北緯 34 度２分 26 秒、

東経 130 度 48 分５秒）の点（旧第２灯浮標）と福岡県宗像市沖ノ島東端とを結ぶ線のうち、

Ｂ線と交わる点（以下、「Ａ点」という。）以東の線 
 
（２）Ｂ 線 

 福岡県宮若市犬鳴山山頂と福岡県宗像市地ノ島西端とを結ぶ線の延長線のうち、Ａ点以北

の線 
 
（３）Ｃ 線 

 北緯 34 度２分 37.7 秒、東経 130 度 47 分 56.5 秒の点（旧第２灯浮標）と福岡県宗像市沖

ノ島東端とを結ぶ線のうち、Ａ点以西の線 
 
（４）Ｄ 線 

 福岡県宗像市沖ノ島北端と長崎県対馬市長崎鼻とを結ぶ線のうち、Ｅ線と交わる点（以下、

「Ｂ点」という。）以東の線 
 
（５）Ｅ 線 

  次のイ、ロを結ぶ線の延長線のうちＢ点以北の線 
 
  イ 長崎県対馬市対馬黒島灯台と福岡県宗像市沖ノ島灯台とを結ぶ線の中間点 
  ロ 長崎県対馬市舌埼灯台と福岡県宗像市沖ノ島灯台とを結ぶ線の中間点 
 
３ 許可等の適用海域 

 いかつり漁業の許可等にかかる両県知事の適用海域は、それぞれ次のとおりとする。ただし、

両県適用海域が重複する海域は共通海域とし、４の共通海域の取扱いに基づき処理するものと

する。
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（１）山口県 
 Ａ線、Ｃ線、Ｄ線及びＥ線の以東、以北の海域とする。ただし、福岡県宗像市沖ノ島の最

大高潮時海岸線から３海里以内の海域を除く。 
 
（２）福岡県 

 Ａ線及びＢ線の以西、以南の海域とする。 
 
４ 共通海域の取扱い 

（１）集魚灯に使用できる電球の総設備容量の上限は、45 キロワットとする。ただし、山口県

知事の許可を得た小型いかつり漁船がいかつり漁業の禁止区域（漁業の許可及び取締り等に 
関する省令（昭和 38 年農林省令第５号）第 23 条別表第４のいか釣り漁業に係る禁止区域） 
以外の海域で操業する場合は、この限りではない。 

 
（２）山口、福岡両県のいかつり漁船の光力差により操業上の問題が生じた際は、両県は船間距

離等の具体的な対策について誠意をもって協議を行うものとする。 
 
（３）取り締まりは両県で協調しながら行うものとし、その取り決めについては別途協議の上、

定めるものとする。 
 
５ 有効期間 

令和７年４月 1 日  令和８年３月３１日 

 この覚書の有効期間は、令和６年４月１日から令和７年３月３１日までとする。 
 

 
 以上のとおり双方の意見の一致を見たので、本書２通を作成の上、両県でそれぞれ保有する。 

 
令和７年３月１９日 

 令和６年２月１６日 
                                

山口県農林水産部水産振興課長  澁谷 賢司 
                    
                    
福岡県農林水産部水産局漁業管理課長  秋本 恒基   
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付  帯  事  項 
令和７年３月１９日 

 令和６年２月１６日に締結された「山口、福岡両県いかつり漁業に関する覚書」４の共通海域

の取扱い（３）に基づき、共通海域における漁業取り締まりに関する付帯事項として次のことを

定める。 
 
１ 共通海域の取り締まりは、山口県及び福岡県が行う。 
 
２ 山口県及び福岡県の漁業者には、所属県の漁業に関する関係法令を適用し、違反者は所属県

が処理する（事件引継を含む）。 
 
３ 山口、福岡以外の県の漁業者には、取り締まり県の漁業に関する関係法令を適用し、違反者

は取り締まり県が処理する。 
 ただし、山口、福岡いずれかの県の許可を受けた漁業者には、許可県の関係法令を適用し、

違反者は許可県が処理する（事件引継を含む）。 
 
 
令和７年３月１９日 
令和６年２月１６日 

                                 
山口県農林水産部水産振興課長  澁谷 賢司 
 
                    
福岡県農林水産部水産局漁業管理課長  秋本 恒基 
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第 45 回 日本海・九州西広域漁業調整委員会 

 

議 事 次 第 

 

 

 

日 時：令和７年２月 25 日（火） 13：30～ 

場 所：ＡＰ浜松町 Ｂ１Ｆ Ａルーム 

（東京都港区芝公園２-４-１芝パークビルＢ館） 

 

 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

 

３ 議 題 

(１) 太平洋クロマグロの遊漁に関する委員会指示について 

(２) 九州・山口北西海域トラフグに関する委員会指示について 

(３) 有明海ガザミに関する委員会指示について 

(４) 広域資源の管理について－日本海西部・九州西海域マアジ、マサバ、マイワシ 

(５) 国が行う特定漁港漁場整備事業（フロンティア漁場整備事業）について 

(６) その他 

① ＴＡＣ資源拡大に向けた検討状況について 

② 令和７年度資源管理関係予算について 

③ その他 

 

４ 閉 会 

-1-

資　　料　　４
（２３期２回筑前漁調委）

（令和７年６月４日）



ク
ロ

マ
グ

ロ
遊

漁
の

課
題

へ
の

対
応

第
4

5
回

日
本

海
・

九
州

西
広

域
漁

業
調

整
委

員
会

資
料

令
和

７
年

２
月

水
産

庁

（
資

料
１

－
１

）

-2-



１
．

そ
れ

ぞ
れ

の
広

域
漁

業
調

整
委

員
会

の
下

に
、

「
太

平
洋

広
域

漁
業

調
整

委
員

会
く

ろ
ま

ぐ
ろ

遊
漁

専
門

部
会

」
、

「
日

本
海

・
九

州
西

広
域

漁
業

調
整

委
員

会
く

ろ
ま

ぐ
ろ

遊
漁

専
門

部
会

」
、

「
瀬

戸
内

海
広

域
漁

業
調

整
委

員
会

く
ろ

ま
ぐ

ろ
遊

漁
専

門
部

会
」

を
設

置
し

、
令

和
６

年
1

2
月

1
2

日
に

同
専

門
部

会
の

合
同

会
議

を
開

催
。

合
同

会
議

の
委

員
は

以
下

の
8

名
。

現
職

氏
名

東
京

海
洋

大
学

名
誉

教
授

田
中

栄
次

（
議

長
）

公
益

財
団

法
人

日
本

釣
振

興
会

常
任

理
事

柏
瀬

巌
（

副
議

長
）

静
岡

海
区

漁
業

調
整

委
員

会
委

員
高

田
充

朗

山
口

県
日

本
海

海
区

漁
業

調
整

委
員

会
副

会
長

中
島

均

大
阪

府
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

代
表

理
事

会
長

岡
修

一
般

社
団

法
人

全
日

本
釣

り
団

体
協

議
会

副
会

長
菅

原
美

徳

一
般

社
団

法
人

日
本

ア
ン

グ
ラ

ー
ズ

協
会

桜
井

駿

特
定

非
営

利
活

動
法

人
ジ

ャ
パ

ン
ゲ

ー
ム

フ
ィ

ッ
シ

ュ
協

会
評

議
員

森
聡

之

２
．

合
同

会
議

を
３

回
開

催
（

R
6

.1
2

.1
2

 ,
 R

7
.1

.1
7

 ,
 R

7
.2

.1
2

）
。

ク
ロ

マ
グ

ロ
遊

漁
の

現
状

と
課

題
、

現
行

の
広

域
漁

業
調

整
委

員
会

指
示

に
基

づ
く

規
制

の
見

直
し

の
ほ

か
、

届
出

制
の

導
入

や
キ

ャ
ッ

チ
ア

ン
ド

リ
リ

ー
ス

な
ど

幅
広

い
事

項
に

つ
い

て
議

論
。

１

Ⅰ
こ

れ
ま

で
の

く
ろ

ま
ぐ

ろ
遊

漁
専

門
部

会
で

の
議

論

-3-



（
１

）
現

行
の

広
域

漁
業

調
整

委
員

会
指

示
に

基
づ

き
行

わ
れ

て
い

る
措

置
の

見
直

し

Ⅱ
議

論
の

結
果

、
専

門
部

会
委

員
の

意
見

が
一

致
し

た
内

容

令
和

７
年

度
（

見
直

し
）

令
和

６
年

度
（

現
行

）

毎
月

均
等

に
設

定
複

数
月

で
の

設
定

が
存

在
採

捕
上

限
の

設
定

１
人

毎
月

１
尾

１
人

１
日

１
尾

大
型

魚
の

バ
ッ

グ
リ

ミ
ッ

ト
（

保
有

制
限

）

陸
揚

げ
後

か
ら

1
日

（
翌

日
）

以
内

陸
揚

げ
後

か
ら

３
日

以
内

採
捕

報
告

の
期

限

氏
名

、
住

所
、

電
話

番
号

、
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

氏
名

、
住

所
、

電
話

番
号

、
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

採
捕

者
情

報

採
捕

報
告

の
内

容

・
重

量
、

尾
数

・
尾

さ
長

が
確

認
で

き
る

写
真

・
計

量
方

法
（

は
か

り
、

目
測

な
ど

）
・

尾
さ

長
（

ふ
ん

端
か

ら
尾

さ
ま

で
の

長
さ

）
・

陸
揚

げ
日

・
採

捕
し

た
海

域
・

陸
揚

げ
場

所

・
重

量
、

尾
数

・
陸

揚
げ

日
・

採
捕

し
た

海
域

採
捕

し
た

く
ろ

ま
ぐ

ろ
（

大
型

魚
）

の
情

報

（
遊

漁
船

を
利

用
し

た
場

合
）

遊
漁

船
名

、
登

録
都

道
府

県
、

遊
漁

船
登

録
番

号
（

遊
漁

船
を

利
用

し
た

場
合

）
遊

漁
船

名
、

登
録

都
道

府
県

船
舶

情
報

（
遊

漁
船

以
外

を
利

用
し

た
場

合
）

船
舶

番
号

又
は

船
舶

検
査

済
票

の
番

号
（

遊
漁

船
以

外
を

利
用

し
た

場
合

）

・
二

重
認

証
シ

ス
テ

ム
（

電
話

番
号

認
証

）
の

導
入

・
本

人
確

認
書

類
の

提
出

虚
偽

報
告

抑
止

策

２
年

間
（

R
7

.4
.1

～
R

９
.3

.3
1

)
１

年
間

（
R

6
.4

.1
～

R
7

.3
.3

1
)

委
員

会
指

示
の

有
効

期
間

２
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◎
現

在
、

ク
ロ

マ
グ

ロ
遊

漁
の

全
体

像
が

不
明

で
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

全
体

像
を

把
握

す
る

こ
と

を
主

な
目

的
と

し
て

、
以

下
を

内
容

と
す

る
委

員
会

指
示

に
よ

る
届

出
制

を
令

和
８

年
4

月
1

日
か

ら
新

た
に

導
入

す
る

。
な

お
、

内
容

に
つ

い
て

は
、

今
後

の
議

論
で

変
更

す
る

可
能

性
が

あ
る

。

（
２

）
新

規
の

管
理

措
置

に
つ

い
て

令
和

８
年

４
月

１
日

か
ら

令
和

９
年

３
月

3
1

日
の

間
に

ク
ロ

マ
グ

ロ
を

採
捕

し
よ

う
と

す
る

遊
漁

者
を

漁
場

に
案

内
し

よ
う

と
す

る
遊

漁
船

業
者

・
遊

漁
船

以
外

の
船

舶
を

運
航

す
る

者
※

自
ら

遊
漁

船
以

外
の

船
舶

を
運

航
し

て
ク

ロ
マ

グ
ロ

を
採

捕
し

よ
う

と
す

る
者

も
含

む

令
和

８
年

４
月

１
日

か
ら

令
和

９
年

３
月

3
1

日
の

間
に

ク
ロ

マ
グ

ロ
を

採
捕

し
よ

う
と

す
る

遊
漁

者

届
出

対
象

者

・
氏

名
・

住
所

・
電

話
番

号
・

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
・

船
名

・
遊

漁
船

登
録

番
号

（
遊

漁
船

の
場

合
）

・
船

舶
番

号
（

遊
漁

船
以

外
の

船
舶

の
場

合
）

・
出

入
港

予
定

場
所

・
氏

名
・

住
所

・
電

話
番

号
・

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
・

使
用

予
定

船
舶

（
任

意
）

・
出

入
港

予
定

場
所

（
任

意
）

届
出

内
容

令
和

○
年

△
月

□
日

か
ら

令
和

８
年

▲
月

■
日

ま
で

採
捕

し
よ

う
と

す
る

日
の

１
営

業
日

前
ま

で
受

付
期

間

受
付

期
間

中
に

１
回

委
員

会
指

示
の

有
効

期
間

中
に

１
回

届
出

回
数

電
子

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

・
メ

ー
ル

・
ア

プ
リ

／
シ

ス
テ

ム
（

開
発

中
）

届
出

方
法

・
届

出
を

行
っ

て
い

な
い

者
は

、
遊

漁
に

よ
り

ク
ロ

マ
グ

ロ
を

採
捕

し
よ

う
と

す
る

者
を

漁
場

に
案

内
し

て
は

な
ら

な
い

。

・
届

出
を

行
っ

て
い

な
い

者
は

ク
ロ

マ
グ

ロ
の

採
捕

を
し

て
は

な
ら

な
い

。
・

ク
ロ

マ
グ

ロ
を

意
図

せ
ず

に
採

捕
し

た
場

合
は

直
ち

に
海

中
に

放
流

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

未
届

出
者

へ
の

対
応

３
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◎
採

捕
が

禁
止

さ
れ

た
後

の
C

＆
R

の
可

否
に

つ
い

て
は

、
委

員
の

間
で

意
見

が
分

か
れ

た
。

（
主

な
意

見
）

・
C

&
R

が
認

め
ら

れ
れ

ば
釣

り
人

の
不

満
は

解
消

さ
れ

る
。

一
方

で
、

持
ち

帰
り

た
い

と
考

え
て

い
る

遊
漁

者
も

大
事

に
す

る
必

要
。

・
採

捕
期

間
中

、
一

定
数

量
に

達
し

た
段

階
で

C
&

R
に

切
り

替
え

る
方

法
を

併
用

で
き

れ
ば

、
少

な
い

配
分

量
で

も
遊

漁
船

業
者

は
長

期
間

営
業

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

・
漁

業
者

は
採

捕
停

止
命

令
が

出
た

ら
、

定
置

網
漁

業
は

ク
ロ

マ
グ

ロ
以

外
の

魚
が

逃
げ

る
こ

と
を

覚
悟

の
上

で
網

を
開

放
し

て
放

流
し

、
漁

船
漁

業
は

漁
場

を
移

動
し

て
操

業
し

な
い

よ
う

に
し

て
お

り
、

こ
れ

ら
漁

業
と

の
バ

ラ
ン

ス
を

考
慮

す
る

と
、

採
捕

禁
止

後
の

遊
漁

の
C

&
R

に
は

反
対

。

・
日

本
に

お
い

て
は

、
C

&
R

に
よ

る
死

亡
が

資
源

に
与

え
る

影
響

に
つ

い
て

の
科

学
的

根
拠

が
な

い
。

・
ク

ロ
マ

グ
ロ

以
外

の
遊

漁
の

管
理

の
在

り
方

に
も

影
響

す
る

可
能

性
が

あ
る

の
で

、
導

入
に

あ
た

っ
て

は
慎

重
に

議
論

す
べ

き
。

・
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

で
漁

業
者

は
操

業
禁

止
期

間
な

ど
ル

ー
ル

を
決

め
て

い
る

が
、

そ
れ

を
無

視
し

て
遊

漁
を

す
る

者
が

特
に

P
B

に
見

ら
れ

、
漁

業
者

が
憤

っ
て

い
る

。
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

の
漁

業
者

と
遊

漁
者

が
お

互
い

に
リ

ス
ペ

ク
ト

し
、

話
し

合
っ

て
い

く
こ

と
が

大
事

。

４

Ⅲ
そ

の
他

（
キ

ャ
ッ

チ
ア

ン
ド

リ
リ

ー
ス

（
C

&
R

）
に

つ
い

て
）

-6-



日本海・九州西広域漁業調整委員会指示第 79 号（案）の概要 

１．委員会指示第 79 号（案）の概要 

（１）くろまぐろ（小型魚）の採捕の制限

遊漁者による小型魚の採捕を禁止し、意図せず採捕した場合は直ちに

海中に放流しなければならない。 

（２）くろまぐろ（大型魚）の採捕の制限

ア １人毎月１尾を超えて大型魚を保持してはならない。大型魚を保持

した者が別の大型魚を採捕した場合は、直ちに海中に放流しなけれ

ばならない。

イ 委員会会長は、大型魚の採捕が、漁獲可能量制度に基づくくろまぐ

ろの資源管理の枠組み又は遊漁者による資源管理の取組に支障を

来すおそれがあると認めるときは、期間を定め、遊漁者による大型

魚の採捕を禁止する旨を公示する。

ウ 遊漁者は、イの公示により大型魚の採捕が禁止された期間中は、大

型魚を採捕してはならない。意図せず採捕した場合には、直ちに海

中に放流しなければならない。

（３）くろまぐろ（大型魚）の採捕の報告

ア 遊漁者が大型魚を採捕した場合は、以下の内容を陸揚げした日から

１日以内に委員会に報告。

① 採捕者の氏名、住所、電話番号及びメールアドレス

② 採捕した大型魚の尾数、重量（計量方法を含む）

③ 尾さ長（ふん端から尾さまでの長さをいう。）

④ 採捕した大型魚の陸揚げ日及び陸揚げ場所

⑤ 大型魚を採捕した海域

⑥ （遊漁船を利用した場合）船名、登録都道府県、遊漁船登録番号

⑦ （遊漁船以外の船舶を利用した場合）船舶番号又は船舶検査済票

の番号

イ 報告を行うに当たっては、以下の書類等を併せて提出。

① 採捕した大型魚の尾さ長が確認できる写真

② 採捕した者の運転免許証等の本人確認書類の写し

※ 虚偽報告防止策として二重認証システム（電話番号認証）を導入。

（４）指示の有効期間

令和７年４月１日から令和９年３月 31 日までとする。

1

（資料１－２）

-7-



日本海・九州西広域漁業調整委員会指示第 79 号の６に基づく遊漁者のくろまぐ

ろ（大型魚）の時期別の採捕数量に関する運用方針（案）  

令和７年２月 25 日 

日本海・九州西広域漁業調整委員会（以下「委員会」という。）は、日本海

・九州西広域漁業調整委員会指示（以下「委員会指示」という。）第 79 号の６

に基づき、委員会指示に基づく遊漁者のくろまぐろ（大型魚）の時期別の採捕

数量に関する運用方針について、以下のとおり定める。

令和７年度については、全海区における遊漁におけるくろまぐろ（大型魚）

の採捕数量が以下の表の上段の時期ごとに下段の数量を超えるおそれがある場

合、当該時期の末日まで採捕を禁止する。 

（単位：トン） 

時期 R７年 

４月 

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 R８年 

１月 

２月 ３月 

数量 ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

※ 令和８年度については、令和７年度の採捕状況等を踏まえ設定。

（参考）今年度の時期別数量の実績 （令和７年１月８日現在） （単位：トン） 

※概ね 40 トンから全海区における令和６年４月１日から令和７年１月 31 日までの採捕数量の累計を差し引い

た数量

時期 Ｒ６年 

４～５月 ６月 ７月 ８～９月 10～12 月 

Ｒ７年 

１月 ２～３月 合計 

数量 ５ ７ ７ ７ ５ ５ ※ 40 

実績 8.2 8.8 10.2 4.9 4.3 1.6 － 38.0 

採捕禁止 4/6-5/31 6/5-30 7/7-31 8/5-9/30 － 1/9-3/31 － 

2

（資料１－３）
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日 本 海 ・ 九 州 西 広 域 漁 業 調 整 委 員 会 指 示 第 七 十 九 号 （ 案 ）

漁 業 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 六 十 七 号 ） 第 百 二 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、

遊 漁 者 の く ろ ま ぐ ろ の 採 捕 に つ い て 、 次 の と お り 指 示 す る 。

令 和 七 年 二 月 二 十 五 日

日 本 海 ・ 九 州 西 広 域 漁 業 調 整 委 員 会 会 長 田 中 栄 次

日 本 海 ・ 九 州 西 広 域 漁 業 調 整 委 員 会 に よ る 遊 漁 者 の く ろ ま ぐ ろ の 採 捕 に 係 る 委 員 会

指 示
１ 定 義

こ の 指 示 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る

と こ ろ に よ る 。

⑴ 「 遊 漁 者 」 水 産 動 植 物 を 採 捕 す る 者 で あ っ て 、 次 に 掲 げ る 場 合 の い ず れ に も

該 当 し な い も の を い う 。

ア 漁 業 者 が 漁 業 を 営 む 場 合

イ 漁 業 従 事 者 が 漁 業 者 の た め に 水 産 動 植 物 の 採 捕 に 従 事 す る 場 合

ウ 試 験 研 究 又 は 教 育 実 習 を 行 う 者 が そ の た め に 水 産 動 植 物 を 採 捕 す る 場 合

⑵ 「 日 本 海 ・ 九 州 西 海 域 」 漁 業 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 六 十 七 号 ） 第 百 五

十 二 条 第 二 項 及 び 漁 業 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 五 年 政 令 第 三 十 号 ） 第 十 六 条 に 規 定 す

る 日 本 海 ・ 九 州 西 海 域 を い う 。

⑶ 「 く ろ ま ぐ ろ （ 小 型 魚 ） 」 く ろ ま ぐ ろ の う ち 、 三 十 キ ロ グ ラ ム 未 満 の も の を

い う 。

⑷ 「 く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） 」 く ろ ま ぐ ろ の う ち 、 三 十 キ ロ グ ラ ム 以 上 の も の を

い う 。

⑸ 「 遊 漁 船 」 遊 漁 船 業 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 六 十 三 年 法 律 第 九 十 九 号 ）

第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 遊 漁 船 を い う 。

２ く ろ ま ぐ ろ （ 小 型 魚 ） の 採 捕 の 制 限

遊 漁 者 は 、 日 本 海 ・ 九 州 西 海 域 に お い て く ろ ま ぐ ろ （ 小 型 魚 ） を 採 捕 し て は な ら

な い 。 く ろ ま ぐ ろ （ 小 型 魚 ） を 意 図 せ ず 採 捕 し た 場 合 に は 、 直 ち に 海 中 に 放 流 し な

け れ ば な ら な い 。

３ く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） の 採 捕 の 制 限

⑴ 遊 漁 者 は 、 日 本 海 ・ 九 州 西 海 域 に お い て 採 捕 し た く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） を 一 人

4
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毎 月 一 尾 を 超 え て 保 持 し て は な ら な い 。 く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） を 保 持 し た 者 が 別

の く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） （ 以 下 「 別 個 体 」 と い う 。 ） を 採 捕 し た 場 合 は 、 直 ち に

別 個 体 を 海 中 に 放 流 し な け れ ば な ら な い 。

⑵ 日 本 海 ・ 九 州 西 広 域 漁 業 調 整 委 員 会 （ 以 下 「 委 員 会 」 と い う 。 ） 会 長 は 、 日 本

海 ・ 九 州 西 海 域 に お け る 遊 漁 者 に よ る く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） の 採 捕 が 、 漁 獲 可 能

量 制 度 に 基 づ く く ろ ま ぐ ろ の 資 源 管 理 の 枠 組 み 又 は 遊 漁 者 に よ る 資 源 管 理 の 取

組 に 支 障 を 来 す お そ れ が あ る と 認 め る と き は 、 期 間 を 定 め 、 日 本 海 ・ 九 州 西 海 域

に お い て 遊 漁 者 に よ る く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） の 採 捕 を 禁 止 す る 旨 、 公 示 す る 。

⑶ 遊 漁 者 は 、 ⑵ の 公 示 に よ り 、 く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） の 採 捕 が 禁 止 さ れ た 期 間 中

は 、 日 本 海 ・ 九 州 西 海 域 に お い て く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） を 採 捕 し て は な ら な い 。

く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） を 意 図 せ ず 採 捕 し た 場 合 に は 、 直 ち に 海 中 に 放 流 し な け れ

ば な ら な い 。

４ 報 告

⑴ 遊 漁 者 は 、 日 本 海 ・ 九 州 西 海 域 に お い て く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） を 採 捕 し た 場 合

に は 、 採 捕 し た く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） を 陸 揚 げ し た 日 か ら 一 日 以 内 に 、 次 の 各 号

に 掲 げ る 事 項 を 委 員 会 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。

ア 採 捕 し た 者 の 氏 名 、 住 所 、 電 話 番 号 及 び 電 子 メ ー ル ア ド レ ス

イ 採 捕 し た く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） の 尾 数 及 び 重 量 （ 計 量 方 法 を 含 む 。 ）

ウ 尾 さ 長 （ ふ ん 端 か ら 尾 さ ま で の 長 さ を い う 。 ）

エ 採 捕 し た く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） を 陸 揚 げ し た 日 及 び 陸 揚 げ し た 場 所

オ 採 捕 し た 海 域

カ 遊 漁 船 を 利 用 し た 場 合 は 、 そ の 船 名 、 登 録 都 道 府 県 名 及 び 遊 漁 船 登 録 番 号

キ 遊 漁 船 以 外 の 船 舶 を 利 用 し た 場 合 は 、 そ の 船 舶 番 号 又 は 船 舶 検 査 済 票 の 番 号

⑵ ⑴ の 報 告 を 行 う に 当 た っ て は 、 採 捕 し た く ろ ま ぐ ろ （ 大 型 魚 ） の 尾 さ 長 が 確 認

で き る 写 真 及 び 採 捕 し た 者 の 運 転 免 許 証 又 は こ れ に 類 す る も の で あ っ て 氏 名 及

び 住 所 を 証 す る 書 類 の 写 し を 併 せ て 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

５ 指 示 の 有 効 期 間

こ の 指 示 の 有 効 期 間 は 、 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 令 和 九 年 三 月 三 十 一 日 ま で と す る 。 

６ そ の 他

こ の 指 示 の 実 施 に 関 し 必 要 な 事 項 に つ い て は 、 委 員 会 会 長 が 別 に 定 め る と こ ろ に

よ る 。

5
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日本海・九州西広域漁業調整委員会指示第 79 号の６に基づく遊漁者のくろまぐ

ろの採捕の制限の違反者への対応方針（案）  

令和７年２月 25 日 

日本海・九州西広域漁業調整委員会（以下「委員会」という。）は、日本海

・九州西広域漁業調整委員会指示（以下「委員会指示」という。）第 79 号の６

に基づき、委員会指示に違反した者への対応方針について、以下のとおり定め

る。

１．委員会指示の適切な実施を図るため、水産庁は、疑義情報に接した場合等

においては、関係する都道府県水産部局と連携して調査・指導を行うととも

に、当該指示の違反が認められる場合には、速やかに事務局として日本海・

九州西広域漁業調整委員会会長（以下「会長」という。）に報告する。 

 なお、漁業法第 157 条第 1 項に基づき、委員会として関係者に対して出頭

を求め、又は必要な報告を徴することについては、会長（又は会長職務代理）

一任とし、出頭や必要な報告を徴した場合、後日、委員会に報告するものと

する。 

※ 必要に応じて、水産庁は関係都道府県等と連携して現地調査等を実施。

２．会長は、上記１の報告を受け、漁業法第 121 条第４項で準用する同法第 120

条第８項に基づき農林水産大臣に対して指示に従うべきことを命じる旨の申

請（裏付命令の申請）をする。 

裏付命令の申請に係る手続は会長（又は会長職務代理）一任とし、裏付命

令の申請をした場合、後日、委員会に報告するものとする。 

12

（資料１－８）
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資料２－１ 

日本海・九州西広域漁業調整委員会指示(案)の概要 
（九州・山口北西海域トラフグ広域資源管理関係）

１ 承認制・届出制の実施 

① 承認制対象船舶：総トン数５トン以上のとらふぐはえ縄漁船とする。

② 承認隻数の上限：県ごとに承認隻数の上限を定める。

〔県別承認隻数上限〕

県 名 承認隻数上限 

山 口 県 ５８隻 

福 岡 県 ８６隻 

佐 賀 県 ２２隻 

長 崎 県 ９５隻 

熊 本 県 １隻 

広 島 県 ９隻 

③ 届出制対象船舶：総トン数５トン未満のとらふぐはえ縄漁船とする。

２ 承認番号の表示 

承認を受けた者にあっては、船舶の船橋両側の見やすい場所に承認番号を表

示する。 

３ 操業期間の制限 

海域を５つに分け、海域及び漁法ごとに休漁期間を設定する。（別紙） 

４ 小型魚の再放流 

全長３０㎝以下のとらふぐを採捕したときには再放流する。 

５ 漁獲成績報告書の提出 

操業ごとに漁獲成績報告書を記入し、承認又は届出に基づき操業した期間（令

和７年９月～令和８年４月）分をまとめて令和８年４月３０日までに提出する。 

６ 指示の有効期間 

令和７年５月１日から令和８年５月３１日まで 

（注：承認又は届出に基づく操業期間は令和８年４月３０日まで） 

1
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130ﾟE

34ﾟN

131ﾟE

128ﾟE 129ﾟE 130ﾟE

33ﾟN

32ﾟN

36ﾟN

35ﾟN

トラフグ広域資源管理方針に係る

34ﾟN

33ﾟN

32ﾟN

131ﾟE

Ａ海域

Ｂ海域

Ｃ海域

Ｄ海域

Ｅ海域

浮縄：３月21日～12月９日

底縄：４月１日～８月31日

浮縄：３月21日～11月30日

底縄：４月１日～８月31日

浮縄：３月21日～９月30日

底縄：４月１日～９月30日

浮縄：４月１日～10月31日

底縄：４月１日～10月31日

浮縄：４月６日～11月５日

底縄：４月６日～11月５日

(概念図)
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130ﾟE

34ﾟN

131ﾟE

128ﾟE 129ﾟE 130ﾟE

33ﾟN

32ﾟN

36ﾟN

35ﾟN

トラフグ広域資源管理方針に係る

34ﾟN

33ﾟN

32ﾟN

131ﾟE

Ａ海域

Ｂ海域

Ｃ海域

Ｄ海域

Ｅ海域

浮縄：12月10日～３月20日

底縄：９月１日～３月31日

浮縄：12月１日～３月20日

底縄：９月１日～３月31日

浮縄：10月１日～３月20日

底縄：10月１日～３月31日

浮縄：11月１日～３月31日

底縄：11月１日～３月31日

浮縄：11月６日～４月５日

底縄：11月６日～４月５日

(概念図)
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- 
1
 
- 

 日 本 海 ・ 九 州 西 広 域 漁 業 調 整 委 員 会 指 示 第 八 十 号 □ 案 □  

 

 

漁 業 法 □ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 六 十 七 号 □ 第 百 二 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き □

規 制 海 域 に お け る と ら ふ ぐ は え 縄 漁 業 に つ い て □ 次 の と お り 指 示 す る □  

 

 令 和 七 年 二 月 二 十 五 日  

           日 本 海 ・ 九 州 西 広 域 漁 業 調 整 委 員 会  会 長  田  中   栄  次  

 

 

 日 本 海 ・ 九 州 西 広 域 漁 業 調 整 委 員 会 に よ る 九 州 ・ 山 口 北 西 海 域 と ら ふ ぐ は え 縄 漁 業

の 承 認 ・ 届 出 及 び 操 業 期 間 の 制 限 等 に 係 る 委 員 会 指 示  

 

 

１  定 義  

こ の 指 示 に お い て □ 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は □ 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に

よ る □  

⑴  □ 規 制 海 域 □ 東 経 百 三 十 一 度 四 十 一 分 三 十 五 秒 の 線 以 西 の 海 域 の う ち □ 熊 本

県 天 草 市 魚 貫 崎 か ら 長 崎 県 五 島 市 富 江 町 笠 山 崎 に 至 る 直 線 □ 長 崎 県 五 島 市 富 江 町

笠 山 崎 正 西 の 線 及 び 熊 本 県 天 草 市 魚 貫 崎 正 東 の 線 以 北 の 我 が 国 の 排 他 的 経 済 水

域 □ 領 海 及 び 内 水 □ 内 水 面 を 除 く □ □ た だ し □ 漁 業 法 施 行 令 □ 昭 和 二 十 五 年 政 令

第 三 十 号 □ 第 十 六 条 に 規 定 す る 太 平 洋 □ 瀬 戸 内 海 □ 有 明 海 及 び 八 代 海 等 を 再 生 す

る た め の 特 別 措 置 に 関 す る 法 律 □ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 二 十 号 □ 第 二 条 に 規 定 す る

有 明 海 及 び 八 代 海 を 除 く □  

⑵  □ と ら ふ ぐ は え 縄 漁 業 □ 動 力 漁 船 に よ り は え 縄 を 使 用 し て と ら ふ ぐ を と る こ

と を 目 的 と す る 漁 業  

⑶  □ 浮 縄 □ と ら ふ ぐ は え 縄 漁 業 に お い て □ 海 中 を 移 動 す る は え 縄 を 用 い て 操 業

す る 漁 法  

⑷  □ 底 縄 □ と ら ふ ぐ は え 縄 漁 業 に お い て □ 海 中 に 固 定 す る は え 縄 を 用 い て 操 業

す る 漁 法  

 

２  操 業 の 承 認  

規 制 海 域 に お い て □ 令 和 七 年 五 月 一 日 か ら 令 和 八 年 四 月 三 十 日 の 間 に 総 ト ン 数 五

ト ン 以 上 の 船 舶 を 使 用 し て と ら ふ ぐ は え 縄 漁 業 を 営 も う と す る 者 は □ 使 用 す る 船 舶

ご と に □ 日 本 海 ・ 九 州 西 広 域 漁 業 調 整 委 員 会 □ 以 下 □ 委 員 会 □ と い う □ □ の 承 認 を

受 け な け れ ば な ら な い □  

 

３   承 認 隻 数 の 上 限  

  次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 県 ご と に □ 下 欄 に 掲 げ る 承 認 隻 数 の 上 限 を 定 め る □  
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４  承 認 証 の 交 付 及 び 備 付 け 義 務  

⑴  委 員 会 は □ ２ の 承 認 を し た と き は □ 申 請 者 に 別 記 様 式 第 一 号 に よ る 承 認 証 を 交

付 す る □  

⑵  前 号 の 規 定 に よ り 承 認 証 の 交 付 を 受 け た 者 は □ 当 該 承 認 に 係 る 規 制 海 域 に お い

て 当 該 承 認 漁 業 を 営 む 期 間 中 □ 当 該 承 認 証 を 当 該 承 認 に 係 る 船 舶 内 に 備 え 付 け て

お か な け れ ば な ら な い □  

 

５  承 認 番 号 の 表 示  

２ の 承 認 を 受 け た 者 は □ 当 該 承 認 に 係 る 船 舶 の 船 橋 の 両 側 の 見 や す い 場 所 に 別 記

様 式 第 二 号 に よ り 当 該 船 舶 に 係 る 承 認 番 号 を 表 示 し な け れ ば □ 当 該 船 舶 を 当 該 承 認

に 係 る 規 制 海 域 に お け る と ら ふ ぐ は え 縄 漁 業 に 使 用 し て は な ら な い □  

 

６  承 認 の 取 消  

委 員 会 は □ ２ の 承 認 を 受 け た 者 が □ こ の 指 示 に 違 反 し た 場 合 は □ 承 認 を 取 り 消 す

こ と が あ る □  

 

７  操 業 の 届 出  

規 制 海 域 に お い て □ 総 ト ン 数 五 ト ン 未 満 の 船 舶 を 使 用 し て と ら ふ ぐ は え 縄 漁 業 を

営 も う と す る 者 は □ 使 用 す る 船 舶 ご と に □ 委 員 会 へ 届 け 出 な け れ ば な ら な い □  

 

８  操 業 期 間 の 制 限  

規 制 海 域 に お い て と ら ふ ぐ は え 縄 漁 業 を 営 も う と す る 者 は □ 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ

る 区 域 に お い て は □ 中 欄 に 掲 げ る 漁 法 ご と に □ そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 期 間 内

は □ 操 業 を し て は な ら な い □  

 

広  島  県  

熊  本  県  

長  崎  県  

佐  賀  県  

福  岡  県  
山  口  県  

県  名  

九   隻  

一   隻  

九 十 五   隻  

二 十 二   隻  

八 十 六   隻  

五 十 八   隻  

承 認 隻 数 上 限  

6
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Ｃ 海 域  

  規 制 海 域 の う ち □ Ａ 海 域 □

Ｂ 海 域 □ Ｄ 海 域 □ Ｅ 海 域 を  

除 く 海 域 □   

Ｂ 海 域  

   次 に 掲 げ る 線 以 東 の 規 制

海 域 □ た だ し □ Ａ 海 域 を 除

く □  

 一  東 経 百 二 十 九 度 四 十

分 の 線 と 長 崎 県 壱 岐 市

湯 本 湾 の 最 大 高 潮 時 海

岸 線 と の 交 点 □ 次 号 に

お い て □ Ａ 点 □ と い

う □ □ か ら 正 北 の 線  

 二  Ａ 点 か ら 長 崎 県 壱 岐   

市 筒 城 崎 に 至 る 直 線 及   

び 長 崎 県 壱 岐 市 筒 城 崎   

か ら 佐 賀 県 唐 津 市 神 集   

島 北 端 を 経 て 佐 賀 県 唐   

津 市 浜 崎 に 至 る 直 線 を   

結 ん だ 線  

Ａ 海 域  

 北 緯 三 十 四 度 四 十 分 四

十 □ 三 秒 □ 東 経 百 三 十 一 度

四 十 一 分 三 十 五 秒 の 点 か ら

北 西 の 線 以 東 の 海 域  

区  域  

底  縄  

浮  縄  

底  縄  

浮  縄 

 

底  縄  
浮  縄  

漁  法  

令 和 七 年 五 月 一 日 か ら 九 月 三 十 日 ま

で 及 び 令 和 八 年 四 月 一 日 か ら 四 月 三

十 日 ま で  

令 和 七 年 五 月 一 日 か ら 九 月 三 十 日 ま

で 及 び 令 和 八 年 三 月 二 十 一 日 か ら 四

月 三 十 日 ま で  

令 和 七 年 五 月 一 日 か ら 八 月 三 十 一 日

ま で 及 び 令 和 八 年 四 月 一 日 か ら 四 月

三 十 日 ま で  

令 和 七 年 五 月 一 日 か ら 十 一 月 三 十

日 ま で 及 び 令 和 八 年 三 月 二 十 一 日 か

ら 四 月 三 十 日 ま で  

令 和 七 年 五 月 一 日 か ら 八 月 三 十 一

日 ま で 及 び 令 和 八 年 四 月 一 日 か ら 四

月 三 十 日 ま で  

令 和 七 年 五 月 一 日 か ら 十 二 月 九 日

ま で 及 び 令 和 八 年 三 月 二 十 一 日 か ら

四 月 三 十 日 ま で  

期  間  

7
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□ 表 中 の 緯 度 ・ 経 度 は 日 本 測 地 系 □  

９  小 型 魚 の 再 放 流  

と ら ふ ぐ は え 縄 漁 業 を 営 む 者 は □ 規 制 海 域 に お い て は 全 長 三 十 セ ン チ メ □ ト ル 以

下 の と ら ふ ぐ は □ 直 ち に 放 流 し な け れ ば な ら な い □  

 

10  漁 獲 成 績 報 告 書  

２ の 承 認 を 受 け た 者 及 び ７ の 届 出 を し た 者 は □ 当 該 承 認 又 は 届 出 に 係 る 漁 業 の 漁

獲 成 績 報 告 書 を 委 員 会 へ 提 出 し な け れ ば な ら な い □  

 

11  取 扱 要 領  

こ の 指 示 に 定 め る も の の ほ か □ 操 業 の 承 認 及 び 届 出 等 に 関 す る 取 扱 い に つ い て

は □ 委 員 会 が 別 に 定 め る □  

 

12  指 示 の 有 効 期 間  

こ の 指 示 の 有 効 期 間 は □ 令 和 七 年 五 月 一 日 か ら 令 和 八 年 五 月 三 十 一 日 ま で と す る □  

Ｅ 海 域  

  次 に 掲 げ る 直 線 及 び 陸 岸

に よ □ て 囲 ま れ た 海 域 □  

 一  長 崎 県 長 崎 市 権 現 山  
  三 角 点 か ら 同 県 同 市 大  
  立 神 灯 台 に 至 る 直 線  

 二  長 崎 県 長 崎 市 大 立 神  
  灯 台 か ら 熊 本 県 天 草 市  
  魚 貫 崎 に 至 る 直 線  

 三  長 崎 県 南 島 原 市 瀬 詰  
  崎 か ら 熊 本 県 天 草 市 天  
  神 山 に 至 る 直 線  

Ｄ 海 域  

  次 に 掲 げ る 線 に よ □ て 囲

ま れ た 海 域 □    

 一  北 緯 三 十 三 度 四 分 の  

  線  

 二  北 緯 三 十 三 度 三 十 分  
  の 線  

 三  東 経 百 二 十 九 度 十 分  
  の 線  

 四  東 経 百 二 十 九 度 二 十  
  分 の 線  

底  縄 

浮  縄 

底  縄 

浮  縄 

 令 和 七 年 五 月 一 日 か ら 十 一 月 五 日

ま で 及 び 令 和 八 年 四 月 六 日 か ら 四 月

三 十 日 ま で 

 令 和 七 年 五 月 一 日 か ら 十 一 月 五 日

ま で 及 び 令 和 八 年 四 月 六 日 か ら 四 月

三 十 日 ま で 

 令 和 七 年 五 月 一 日 か ら 十 月 三 十 一

日 ま で 及 び 令 和 八 年 四 月 一 日 か ら 四

月 三 十 日 ま で 

令 和 七 年 五 月 一 日 か ら 十 月 三 十 一

日 ま で 及 び 令 和 八 年 四 月 一 日 か ら 四

月 三 十 日 ま で 
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水
産
資
源
ご
との
検
討
状
況
（
令
和
７
年
２
月
現
在
）

第
１
回

第
２
回

第
３
回

第
４
回

カタ
クチ
イワ
シ
太
平
洋
系
群

令
和
3年

11
月
29
日

令
和
4年

3月
28
日

令
和
5年

3月
7日

令
和
5年

9月
22
日

令
和
6年

4月
24
日

令
和
7年

1月
か
らT
AC
管
理
開
始

カタ
クチ
イワ
シ
対
馬
暖
流
系
群

令
和
3年

12
月
14
日

令
和
4年

3月
3日

令
和
5年

2月
15
,1
6日

令
和
6年

1月
か
らT
AC
管
理
開
始

カタ
クチ
イワ
シ
瀬
戸
内
海
系
群

令
和
4年

11
月
21
日

令
和
5年

5月
30
日

令
和
5年

12
月
15
日

令
和
6年

5月
28
日

令
和
7年

1月
か
らT
AC
管
理
開
始

ブリ
令
和
4年

7月
11
日

令
和
5年

10
月
11
日

令
和
6年

3月
19
日

令
和
7年

4月
か
らT
AC
管
理
開
始
予
定

ウル
メイ
ワ
シ
対
馬
暖
流
系
群

令
和
3年

12
月
14
日

令
和
4年

3月
3日

令
和
5年

2月
15
,1
6日

令
和
6年

1月
か
らT
AC
管
理
開
始

ウル
メイ
ワ
シ
太
平
洋
系
群

令
和
3年

11
月
29
日

令
和
4年

3月
28
日

今
後
開
催

マダ
ラ本

州
太
平
洋
北
部
系
群

令
和
4年

3月
17
日

令
和
5年

3月
23
日

令
和
5年

8月
7日

令
和
6年

7月
か
らT
AC
管
理
開
始

マダ
ラ本

州
日
本
海
北
部
系
群

令
和
4年

2月
25
日

令
和
5年

3月
9日

令
和
5年

7月
4日

令
和
6年

7月
か
らT
AC
管
理
開
始

マダ
ラ北

海
道
太
平
洋

令
和
5年

3月
3日

令
和
6年

1月
19
日

令
和
6年

3月
15
日

令
和
6年

7月
か
らT
AC
管
理
開
始

マダ
ラ北

海
道
日
本
海

令
和
5年

3月
3日

令
和
6年

1月
19
日

令
和
6年

3月
15
日

令
和
6年

7月
か
らT
AC
管
理
開
始

ソウ
ハ
チ
日
本
海
南
西
部
系
群

令
和
4年

2月
25
日

今
後
開
催

ム
シ
ガ
レイ
日
本
海
南
西
部
系
群

令
和
4年

2月
25
日

今
後
開
催

ヤ
ナ
ギ
ム
シ
ガ
レイ
太
平
洋
北
部

令
和
4年

3月
17
日

今
後
開
催

サ
メガ
レイ
太
平
洋
北
部

令
和
4年

3月
17
日

今
後
開
催

アカ
ガ
レイ
日
本
海
系
群

令
和
5年

5月
22
日

今
後
開
催

ソウ
ハ
チ
北
海
道
北
部
系
群

令
和
5年

8月
7日

今
後
開
催

マガ
レイ
北
海
道
北
部
系
群

令
和
5年

8月
7日

今
後
開
催

ホ
ッケ
道
北
系
群

今
後
開
催

マル
アジ
日
本
海
西
・東
シ
ナ
海
系
群

令
和
4年

12
月
20
日

今
後
開
催

ム
ロア
ジ
類
東
シ
ナ
海

令
和
4年

12
月
20
日

今
後
開
催

サ
ワ
ラ瀬

戸
内
海
系
群

令
和
5年

6月
12
日

今
後
開
催

サ
ワ
ラ日

本
海
・東
シ
ナ
海
系
群

令
和
5年

7月
21
日

今
後
開
催

イカ
ナ
ゴ
瀬
戸
内
海
東
部
系
群

令
和
5年

5月
22
日

今
後
開
催

マダ
イ瀬

戸
内
海
中
・西
部
系
群

令
和
4年

4月
21
日

今
後
開
催

マダ
イ日

本
海
西
部
・東
シ
ナ
海
系
群

令
和
4年

4月
21
日

令
和
5年

5月
16
日

令
和
6年

3月
5日

令
和
7年

1月
か
らT
AC
管
理
開
始

マダ
イ瀬

戸
内
海
東
部
系
群

令
和
5年

6月
12
日

今
後
開
催

ベ
ニズ
ワ
イガ
ニ日

本
海
系
群
（
知
事
許
可
水
域
）

令
和
7年

1月
20
日

ベ
ニズ
ワ
イガ
ニ日

本
海
系
群
（
大
臣
許
可
水
域
）

令
和
7年

2月
12
日

ヒラ
メ瀬

戸
内
海
系
群

令
和
4年

2月
8日

今
後
開
催

ヒラ
メ太

平
洋
北
部
系
群

令
和
5年

4月
24
日

今
後
開
催

ヒラ
メ日

本
海
北
部
系
群

令
和
5年

3月
17
日

今
後
開
催

ヒラ
メ日

本
海
中
西
部
・東
シ
ナ
海
系
群

令
和
5年

3月
17
日

今
後
開
催

トラ
フグ
日
本
海
・東
シ
ナ
海
・瀬
戸
内
海
系
群

令
和
5年

7月
21
日

今
後
開
催

トラ
フグ
伊
勢
・三
河
湾
系
群

令
和
5年

7月
21
日

今
後
開
催

キ
ンメ
ダイ
太
平
洋
系
群

令
和
4年

12
月
20
日

今
後
開
催

ニギ
ス
日
本
海
系
群

令
和
4年

2月
25
日

今
後
開
催

水
産
資
源

資
源
管
理
手
法

検
討
部
会

ス
テ
ー
クホ
ル
ダー
会
合

備
考

令
和
5年

5月
22
日

資
料

６
－
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くろまぐろ知事管理漁獲可能量の変更について（報告） 

 
概要 

 令和６年７月 16 日及び令和７年２月 28 日付で筑前海区漁業調整委員会から

適当である旨の答申をいただいた、特定水産資源の福岡県知事管理漁獲可能量

の変更に係る取扱に基づき、令和６管理年度におけるくろまぐろ（小型魚）の知

事管理漁獲可能量並びに、令和７管理年度におけるくろまぐろ（小型魚）及びく

ろまぐろ（大型魚）の知事管理漁獲可能量の変更について、報告するもの 
 

１.令和６管理年度におけるくろまぐろ（小型魚）の漁獲可能量の変更 

 〇他県への譲渡 

 ・令和７年１月末時点における小型魚の漁獲可能量 17.5 トンに対し、漁獲

実績は 8.8 トンであり、目標の消化率 8 割の達成が困難な状況。 
 ・筑前海釣漁業協議会に諮り、過去の漁獲実績を考慮した結果、13.0 トンあ

れば目標を達成しつつ、採捕停止にならないと判断し、4.5 トンの譲渡を

決定。 
 ・譲渡先及び数量は事前に要望のあった山口県に 2.5 トンと徳島県に 2.0 ト

ン実施。 

 変更前 変更後 
くろまぐろ（小型魚） 17.5 トン 13.0 トン 

 

２.令和７年管理年度におけるくろまぐろ（小型魚）及びくろまぐろ（大型

魚）の知事管理漁獲可能量の変更 

 〇追加配分 

 ・令和６管理年度に消化率８割を達成したため、小型魚 12.2 トン、大型魚

4.9 トンの追加配分が決定 
 〇不等量交換※ 

 ・筑前海資源管理手法検討部会クロマグロ部会で協議した結果、小型魚 15.0

トンを大型魚 22.0 トンに振替。 

※不等量交換：小型魚から大型魚へ漁獲枠を振り替える際に係数 1.47 を乗じる。年２

回（２月と５月）に国の要望調査に基づき実施。 

 当初 追加配分 不等量交換 変更後 
小型魚 26.9 トン ＋12.2 トン －15.0 トン 24.1 トン 
大型魚 20.6 トン ＋4.9 トン ＋22.0 トン 47.5 トン 

   ※令和６管理年度福岡県知事管理漁獲可能量 
    小型魚：13.0 トン 
    大型魚：15.5 トン 
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資　　料　　５
（２３期２回筑前漁調委）

（令和７年６月４日）



令和７年２月 28 日 

筑前海区漁業調整委員会資料 

特定水産資源の福岡県知事管理漁獲可能量の変更に係る取扱について（諮問） 

 

水産振興課漁船漁業係 

 

【概要】 

・漁獲可能量の変更について、手続きの迅速化を図るため、県資源管理方針で、

予め漁業調整委員会の了承を得た上で、諮問・答申を経ず、事後報告による

対応を可能としている。 

・福岡県資源管理方針では、「くろまぐろ（小型魚）」、「くろまぐろ（大型魚）」

ともに、管理区分が１つしかなく、都道府県別漁獲可能量の全量を知事管理

区分に配分することとしている。 

・このため、融通等に伴う数量の変更は裁量の余地がない機械的な変更である

ことから、令和７管理年度のくろまぐろの漁獲可能量の当初配分及び配分量

の融通に関する実施要領に基づく変更及び農林水産大臣が必要と認める場合

の配分については、本県においても漁業調整委員会へ事後報告で対応するこ

ととする。 

 

【事後報告が可能となる変更の例】 

 ・前年度繰越分及び消化率メリット等の追加配分に伴う漁獲可能量の変更 

 ・大臣管理区分及び都道府県間の融通による漁獲可能量の変更 

 ・小型魚から大型魚への不当量交換による漁獲可能量の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漁獲可能量の変更に係る手続のイメージ 
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